
  

 

10 乳房温存手術後の一次再建は二次再建より望ましいか？ 

 

■ 推奨             乳房温存手術後に再建を行う場合，一次再建は有効であることが多い。二次再

建は難易度が高くなる傾向にある。 

■ 推奨の強さと根拠 2C（弱い推奨，弱い根拠） 

 

根拠･解説 乳房温存手術といえども乳腺切除量や乳癌の局在部位により大なり小なり変形を呈する。そ

れらの変形を予防するためにさまざまな手術法を用いた一次再建の報告がみられる1-8）。これら報告

されている再建法の適用は，切除部位の違いにより異なる。 

乳房外側部分切除術に対しては外側胸背筋膜皮弁3）や広背筋皮弁1 , 9）を用いた再建法が報告され

ている。また，最も強い変形が残るとされている乳房尾側領域の部分切除術に対しては，乳房下溝より 

尾側の筋膜脂肪弁を反転させる再建方法4）が報告されている。いずれの方法も良好な結果が得られた

と報告されている。 

乳房温存術後の再建では放射線治療の影響を考慮する必要があるが，一次再建では欠損量の把握が 

可能であり，良好な結果が得られるとの報告は多い1 , 2 , 4 , 6-8）。 

一方，乳房温存手術後の変形に対してもさまざまな手技を用いた二次修正術の報告がある2 , 5 , 7 , 9-

12）。 

最も困難な症例では乳房全摘と再建が必要であるとの報告や，乳房温存手術で最も留意すべきは変形を

生じないように予防することであり，一次再建の重要性を強調した報告もある。 

二次再建でも一次再建と同様の再建方法での報告が散見される。一方で，必要組織量の把握や，放射

線照射による強い変形と拘縮の修正が困難との報告や，皮島の露出が必要となる症例が多いとの報告が

ある1 , 2 , 11 , 12）。 

乳房温存手術の適応は切除断端が陰性で，整容性が保たれる症例である。乳房温存手術自体が本来再

建を必要としない完結した手術方法であり，一次再建の場合は適応についての議論が必要である。一方

で，二次再建の場合は変形の修正という要素が強い。そのため一次再建と二次再建のどちらが望ましい

かという比較は難しいと思われる。 

 

今後の課題 乳房温存手術後の一次再建や二次再建に関する症例報告は散見されるが，2 群間で比較 

検討した報告は認められない。今後，一次再建の適応と，二次再建の利点と欠点をさらに検討してい 

く必要がある。 
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